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Summary

UPSのバッテリー交換警報は、直ちに設備全体が停止することと同義ではありません。商用電源がある間
は負荷が動き続けても、停電時に必要な計測・制御・通信・発電機起動等の非常時機能が要求どおり成
立するかは別に確認する必要があります。国道16号村田町アンダーパスでは、非常用発電機の起動に停
電検知と水位超過の2信号が必要で、水位計は停電時にUPSから給電される構成でした。2026年7月24日
の点検ではUPSのバッテリー交換時期アラームを受けてUPSを停止し、バイパス給電へ接続替えしたこと
が9月16日に公表されています。本稿は、警報発生から交換完了までの時間を管理対象とし、暫定運用の
期限、代替安全措置、遠隔監視、実動試験、保守・交換費用の予算化を一体で設計する判断条件を示し
ます。

Key Points

UPSのバッテリー交換警報は、保守を開始するためのトリガーです。商用電源がある間は設備が
通常どおり動いて見える場合でも、停電時にUPSが担う保持、計測、制御、通信、発電機起動信
号まで同じように成立するとは限りません。公共インフラでは、警報を認識した時点から交換・
復旧が完了するまでを一つの管理期間とし、暫定バイパスには期限・代替安全措置・監視方法を
設定します。さらに、交換部品、工事、停電調整、予算、納期までをライフサイクルで準備して
、非常時機能に空白を作らないことが重要です。
2026年8月13日20時30分の停電、非常用発電機不作動、排水設備停止、非常用発電機の2信号
起動条件、水位計とUPS、停電後226分間の水位モニター表示、遠隔監視・ログ保存・安全設計
・実動訓練等の提言。
2026年7月24日の点検時に2回目のバッテリー交換時期アラームを確認し、UPSを停止後、UPS
を介さないバイパス給電へ接続替えしたとの点検事業者報告、および当該処置の影響・非常用発
電機不作動原因が調査中であること。
水系、主電源、非常電源、制御・計装を同じ故障領域へ置かない設計と、村田町アンダーパスの
非常用電源システムへの接続。
UPSをバッテリー単体ではなく、異常検出、制御、切替、インバータ、バイパス、バッテリーを
含む電源システムとして評価する判断。
法定停電から復電までを一連の運用として捉え、通信・電話・ネットワーク機器を重要負荷とし
て無瞬断で維持した実装。
複合機、FAXサーバー、ONU、ルーター、HUBを含む業務経路の保持時間、突入電流、増設バッ
テリー、ホットスワップ、停電通知を一体で設計した実装。
0ms無瞬停、5年保証、24時間365日遠隔監視を一体の長期運用として構成した実装。
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